
市政のあり方を問う！
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市政のあり方を問う！
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供用開始した津山駅前
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市長の施政方針

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

財
　
政

人
口
減
少
対
策

◆
こ
れ
は
と
い
う
よ

う
な
特
化
し
た
施

策
実
施
の
必
要
性

答

答

問

問

け
る
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ（
※
）の
考
え

方
と
、
宮
地
市
長
就

任
以
降
の
経
緯
は
。

針
で
も
述
べ
、
最
重

要
課
題
と
位
置
付
け

ら
れ
た
人
口
減
少
歯

止
め
策
と
し
て
、
例

え
ば
教
育
に
特
化
す

る
な
ど
、
積
極
的
な

施
策
実
施
が
必
要
な

の
で
は
。

予
算
要
求
に
お

市
長
が
施
政
方

平
成
29
年
度
の

子
育
て
支
援
、

予
算
編
成
は
、
見
込

ま
れ
る
財
源
不
足
を

踏
ま
え
、
一
般
財
源

ベ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス

10
％
シ
ー
リ
ン
グ
を

設
定
し
た
。
当
初
予

算
編
成
で
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定

し
た
の
は
平
成
24
年

度
か
ら
で
、
一
定
の

経
費
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
ス
５
％
か
ら
マ

イ
ナ
ス
30
％
シ
ー
リ

ン
グ
を
設
定
し
た
経

緯
が
あ
る
。

強
い
地
場
産
業
創
出
、

働
く
場
の
確
保
、
移

住
・
定
住
の
促
進
な

ど
、
地
方
創
生
へ
の

施
策
に
取
り
組
み
た

い
。

文
　
化

ま
ち
づ
く
り

問

問 問
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希望を持てる市政運営を期待

伝
承
の
担
い
手
問
題
、
保
存
問
題
等
伝
承
に
多
く
の
問

題
点
を
抱
え
て
い
る
。
市
は
こ
の
問
題
点
に
ど
の
よ
う

な
携
わ
り
を
し
て
い
る
の
か
。

が
る
商
業
機
能
の
充
実
の
提
案
を
し
て
い
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

協
議
会
は
平
成
27
年
８
月
28
日
に
津
山
市
に
提
言
、
津

山
市
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
内
に
無
形
文
化
財
は
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、

新
ホ
テ
ル
が
完
成
し
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
つ
な

城
下
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
中
心
市
街
地
活
性
化

作
の
伝
統
技
術
者
が
お
り
、
県
、
市
指
定
文
化
財
と
し

て
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
文
化
庁
の
補
助

事
業
で
、
記
録
映
像
制
作
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
新

し
い
津
山
市
史
の
中
で
も
伝
統
文
化
や
民
俗
の
資
料
調

査
を
実
施
す
る
予
定
で
記
録
保
存
・
伝
承
に
努
め
る
。

策
事
業
を
中
心
に
進

め
、中
心
市
街
地
は
、

専
門
家
等
の
協
力
を

得
て
調
査
・
研
究
し
、

国
の
施
策
を
活
用
し

事
業
化
に
至
っ
た
事

も
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
教
育
現
場
に
つ
い

　

て
に
追
加
し
、
平
成
28
年
３
月
に
国
の
認
定
を
得
て
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
協
議
会
に
お
い
て
も
平
成

28
年
８
月
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
再
設
置
し
、
29

年
度
に
実
行
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
。
協
議
会
の

提
言
な
ど
を
参
考
に
し
、
本
市
の
考
え
方
を
固
め
て
い

き
た
い
。

獅
子
舞
や
花
祭
り
な
ど
の
民
俗
文
化
財
、
和
紙
製

商
業
機
能
の
充
実
は
、
国
の
地
域
・
ま
ち
な
か
商

本
提
案
を
踏
ま
え
、
新
ホ
テ
ル
事
業
を
基
本
計
画

市
の
伝
統
文
化

　
　
　
　
　

伝
承
は

清
流
の
会

答

答 答業
活
性
化
支
援
事
業
を
は
じ
め
本
市
の
空
き
店
舗
等
対

興
策
で
な
く
、
地
域

特
性
を
活
か
し
、
個

性
あ
る
地
域
づ
く
り

を
考
え
て
い
き
た

い
。

断
さ
れ
た
駅
南
地
区

に
駅
南
口
広
場
、
南

口
駐
車
場
を
整
備

し
、
駅
機
能
強
化
、

利
便
性
向
上
・
促
進

を
図
り
、
人
・
物
の

交
流
拠
点
と
し
て
駅

南
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
。
建

設
概
要
は
、
延
長
約

60
ｍ
、
幅
員
約
４
ｍ

の
規
模
を
考
え
て
お

り
、
南
北
自
由
通
路

約
11
億
円
、
駅
南
口

広
場
約
７
億
円
、
駅

南
口
駐
車
場
約
２
億

円
、
概
算
約
20
億
円

を
合
併
特
例
債
、
社

会
資
本
整
備
交
付
金

な
ど
を
財
源
と
し
て

考
え
て
い
る
。

岡田康弘

小椋　多

金田稔久

市政会

津山新星会議

緑風会

わが市の発展のために

津山駅南北自由通路の建設の目的は

パブリックコメントのあり方は

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

政
治
姿
勢

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

ま
ち
づ
く
り

津
山
駅
周
辺
整
備

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆◆

◆◆

予
算
編
成
・
財
政

運
営
と
市
長
の
政

治
姿
勢

教
育
行
政

危
機
管
理
体
制

地
域
商
社
機
能
構

築
調
査
事
業

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
取
り
組
み

答

答

問問 や
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
、
国
や
県
、

近
隣
市
町
村
と
の
関

係
を
良
好
な
も
の
と

し
、
わ
が
市
の
発
展

に
つ
な
げ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
で
あ

る
が
ど
う
か
。

市
長
に
外
交
を

議
場
で
は
、県
、

国
や
県
と
の
パ

言
っ
た
記
憶
は

イ
プ
も
必
要
で
私
自

身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
あ
る
が
自
治
体

ト
ッ
プ
の
や
る
気
な

ど
、
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ

る
。
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
力
一
杯
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

な
い
。
地
方
創
生
交

付
金
は
満
額
つ
い
て

く
る
と
言
っ
た
の
で

そ
の
こ
と
で
は
な
い

か
。

答

答

答 興
基
本
計
画
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

件
数
は
。

し
て
、
こ
の
人
数
と

意
見
数
は
、
必
要
か

つ
十
分
と
考
え
る

か
。

す
ぎ
る
と
感
じ
る
の

は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
で
本
当
に

市
長
の
標
　
ひ
ょ
う
ぼ
う榜（
※
）す

第
２
期
教
育
振

教
育
委
員
会
と

余
り
に
も
少
な

３
名
の
方
か

実
施
す
る
施
策

実
施
結
果
で
あ

ら
、
21
件
の
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

に
つ
い
て
、
市
民
皆

さ
ん
の
理
解
を
深

め
、
意
見
を
取
り
入

れ
、
よ
り
良
い
施
策

と
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
。

り
、
件
数
や
人
数
が

目
的
で
は
な
い
。
丁

寧
に
検
討
し
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

答答 問問 い
て
一
体
的
な
政
策

一
辺
倒
で
な
く
、
地

域
に
合
わ
せ
た
施
策

を
。

の
建
設
目
的
、概
要
、

財
源
は
。

地
域
振
興
に
つ

南
北
自
由
通
路

全
市
一
律
の
振

鉄
道
に
よ
り
分

積極的な外交活動を

問問問

近
隣
町
村
と
の
連
携

は
重
要
だ
と
言
い
、

あ
る
町
内
会
の
挨
拶

で
は
「
働
き
か
け
は

し
な
く
て
も
予
算
は

つ
い
て
く
る
」
と
発

言
し
て
い
る
。
こ
の

挨
拶
を
聞
い
た
方
は

津
山
の
将
来
が
心
配

だ
と
言
っ
て
お
ら
れ

た
が
ど
う
思
う
か
。

る
市
民
目
線
に
立
っ

た
、
市
民
の
た
め
の

計
画
と
な
る
の
か
。

今
や
行
政
の
免
罪
符

と
な
っ
た
感
の
あ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、
執
行

部
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

※マイナスシーリング・・・各部局が予算要求する場合に、前年度予算に対して一定の率を減じたものを総枠として設定し、
　その枠内での予算要求を求めるもの。

※標
ひょうぼう

榜・・・主義・主張などをはっきりと掲げ示すこと。


